
行政書士法の一部を改正する法律 骨子 

 

一 行政書士の業務の拡充 

１ 行政書士は、行政書士が作成した官公署に提出する書類に係

る許認可等に関する審査請求、異議申立て、再審査請求等行政

庁に対する不服申立ての手続について代理し、及びその手続に

ついて官公署に提出する書類を作成することを業とすることが

できること。 

２ １の業務は、当該業務について日本行政書士会連合会がその

会則で定めるところにより実施する研修の課程を修了した行政

書士（以下「特定行政書士」という。）に限り、行うことができ

ること。 

 

二 その他 

１ この法律は、一部を除き、公布の日から起算して６月を経過

した日から施行すること。 

２ 特定行政書士の付記に関する規定その他所要の規定を整備す

ること。 


